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菅
官
房
長
官
は

留

任

内
閣
改
造
で
首
相

長
崎
原
爆
投
下
か
ら
６９
年

市
長
が
集
団
的
自
衛
権
に
言
及

安
倍
晋
三
首
相
は
9

日
、
長
崎
市
で
記
者
会

見
し
、
9
月
4
日
を
軸
に

行
う
内
閣
改
造
で
菅
義

偉
官
房
長
官
を
留
任
さ

せ
る
と
表
明
し
た
。
「
安

定
的
に
政
策
を
進
め
る

た
め
、
官
邸
の
要
に
な
っ

て
い
る
官
房
長
官
に
引

き
続
き
職
に
と
ど
ま
っ
て

も
ら
い
た
い
」
と
述
べ
た
。

官
房
副
長
官
3
人
と
首

相
補
佐
官
5
人
の
続
投
方

針
も
明
言
。
菅
氏
以
外

の
閣
僚
人
事
や
自
民
党
役

員
人
事
に
つ
い
て
は
「
白

紙
の
状
態
だ
」
と
説
明
し

た
。

さ
ん
た
ん

「
祖
国
日
本
を
惨
澹
た

る
戦
火
よ
り
救
う
唯
一
の

道
が
何
か
、
諸
君
は
よ
く

は
ず

知
っ
て
い
る
筈
だ
」
―
。

太
平
洋
戦
争
末
期
の
1
9

4
5
（
昭
和
20
）
年
8
月
、

現
在
の
奄
美
市
名
瀬
で
、

米
軍
機
か
ら
ビ
ラ
が
ま
か

れ
た
。
和
泊
町
皆
川
の
皆

吉
龍
馬
（
86
）
は
当
時
17

歳
、
県
立
大
島
中
学
校
の

生
徒
だ
っ
た
。
拾
っ
た
ビ

ラ
を
今
も
大
切
に
保
管
し

て
い
る
。

44
年
7
月
の
サ
イ
パ
ン

島
玉
砕
、
9
月
の
グ
ア

ム
・
テ
ニ
ア
ン
日
本
軍
全

滅
に
続
き
、
南
西
諸
島
を

含
む
本
土
空
襲
が
始
ま
っ

た
。
奄
美
群
島
へ
の
空
襲

は
同
年
10
月
10
日
に
始
ま

り
、
45
年
3
月
以
降
は
1

日
平
均
約
60
機
が
襲
来
、

多
数
の
被
害
が
出
た
（
名

瀬
市
誌
よ
り
）。

戦
況
が
悪
化
す
る
に
つ

れ
、
労
働
力
を
補
う
た
め

学
徒
動
員
も
強
化
。
皆
川

ら
大
中
の
同
級
生
約
1
5

0
人
も
、
徳
之
島
の
道
路

建
設
や
、
喜
界
島
で
魚
雷

艇
隠
し
の
穴
掘
り
な
ど
に

駆
り
出
さ
れ
、
言
論
も
厳

し
く
統
制
さ

れ
た
。

ビ
ラ
を
拾

っ
た
の
は
45

年
8
月
12
日

ご

ろ

の

こ

と
。
当
時
子

ど
も
た
ち
が

「
三
月
山
」
と
呼
び
遊
び

場
に
し
て
い
た
名
瀬
井
根

町
・
高
千
穂
神
社
近
く
の

高
さ
約
20
〜
30
㍍
の
丘
に

友
人
と
い
た
皆
川
は
、
永

田
墓
地
上
空
か
ら
飛
来
す

る
米
軍
機
数
機
を
発
見
し

た
。1

機
目
が
低
空
飛
行
で

三
月
山
す
れ
す
れ
を
か
す

め
た
。
続
く
2
機
目
が
ビ

ラ
を
ま
き
、
あ
っ
と
い
う

間
に
名
瀬
湾
方
向
に
飛
び

去
っ
た
。
皆
吉
が
い
た
場

所
か
ら
約
50
㍍
。
2
機
目

の
機
内
に
米
兵
が
2
人
、

う
ち
1
人
が
こ
っ
ち
を
見

て
い
た
の
が
分
か
っ
た
。

「
ビ
ラ
だ
！
」。
周
り
の
子

ど
も
が
叫
ん
だ
。
走
っ
て

山
を
下
り
る
と
、
数
十
枚

が
道
に
散
乱
し
て
い
た
。

戦
争
末
期
、
米
軍
は
日

本
国
民
の
戦
意
を
喪
失
す

る
宣
伝
戦
の
一
環
で
大
量

の
ビ
ラ
を
ま
い
た
。
日
本

の
新
聞
が
伝
え
な
い
事
実

を
伝
え
「
早
く
戦
争
を
終

わ
ら
せ
る
べ
き
」
と
の
思

い
を
込
め
、
日
本
人
捕
虜

や
日
系
人
が
編
集
に
携
わ

っ
た
（
読
売
新
聞
20
世
紀

取
材
班
編
「
20
世
紀

太

平
洋
戦
争
」）。

ビ
ラ
の
こ
と
は
知
っ
て

い
た
。学
校
で
は「
悪
い
こ

と
し
か
書
い
て
い
な
い
。

信
じ
る
な
」と
言
わ
れ
た
。

「
拾
っ
た
人
が
憲
兵
に
ひ

ど
い
目
に
遭
わ
さ
れ
た
」

と
の
う
わ
さ
も
あ
っ
た
。

敵
同
士
と
み
ら
れ
る
2

人
の
兵
士
が
握
手
す
る
絵

の
裏
に
、
ソ
連
参
戦
と
日

本
の
戦
局
不
利
を
伝
え
る

文
面
が
書
か
れ
た
ビ
ラ
。

「
こ
れ
を
見
た
ら
、
親
父

は
何
と
言
う
だ
ろ
う
」
。

1
枚
拾
い
、
衣
服
に
隠
し

て
井
根
川
沿
い
の
自
宅
に

急
い
だ
。
恐
れ
る
気
持
ち

の
一
方
、
胸
が
高
鳴
っ
た
。

教
師
だ
っ
た
父
の
平

（
65
年
に
75
歳
で
没
）
は

常
々
、
「
日
本
の
敗
戦
は

分
か
っ
て
い
る
」
と
家
族

に
語
っ
て
い
た
。
ビ
ラ
を

見
た
平
は
「
人
に
は
見
せ

ず
、
家
に
隠
し
て
お
き
な

さ
い
」
と
静
か
な
表
情
。

叱
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
数
日
後
、
玉
音
放
送

が
あ
り
、
日
本
は
戦
争
に

負
け
た
。

41
年
12
月
の
真
珠
湾
奇

襲
で
太
平
洋
戦
争
に
突
入

し
た
日
本
。
名
瀬
市
誌
は

「
各
学
校
で
は
朝
礼
時
に

全
校
生
徒
に
開
戦
が
知
ら

さ
れ
、
大
島
中
学
で
は
夜

間
ふ
た
た
び
全
校
生
徒
を

召
集
し
、
校
長
が
『
戦
時

下
に
お
け
る
学
生
と
し
て

の
決
意
』
を
訓
示
し
た
」

と
、
学
校
が
戦
時
色
に
塗

り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
く
様
子

を
記
す
。

「
全
て
が
『
戦
争
に
勝

つ
た
め
』
、
と
燃
え
て
い

た
時
代
。
お
国
の
た
め
命

を
捧
げ
る
の
は
い
い
こ

と
、
と
特
攻
隊
を
勧
め
る

先
生
も
い
た
。
軍
国
教
育

を
受
け
、
私
も
含
め
多
く

の
若
者
は
軍
人
に
憧
れ

た
」
。
皆
吉
は
記
憶
の
糸

を
た
ぐ
る
。
「
か
わ
い
が

っ
て
く
れ
た
大
中
の
先
輩

は
出
兵
し
、
戦
死
し
た
。

戦
争
を
語
る
こ
と
は
難
し

い
が
、
こ
の
ビ
ラ
が
歴
史

の
真
実
を
教
え
て
く
れ

る
。
後
世
に
残
さ
ね
ば
」

（
敬
称
略
）

長
崎
は
9
日
、
被
爆
か

ら
69
年
の
原
爆
の
日
を
迎

え
、
長
崎
市
松
山
町
の
平

和
公
園
で
市
主
催
の
原
爆

犠
牲
者
慰
霊
平
和
祈
念
式

典
が
営
ま
れ
た
。
田
上
富

久
市
長
は
平
和
宣
言
で

「
集
団
的
自
衛
権
の
議
論

を
機
に
、
安
全
保
障
の
あ

り
方
が
議
論
さ
れ
て
い

る
。『
戦
争
を
し
な
い
』
と

い
う
平
和
の
原
点
が
揺
ら

い
で
い
る
の
で
は
な
い
か

と
の
不
安
と
懸
念
が
、
急

ぐ
議
論
の
中
で
生
ま
れ
て

い
る
」
と
述
べ
、
政
府
に

し
ん

し

こ
う
し
た
声
に
真
摯
に
向

き
合
い
、
耳
を
傾
け
る
よ

う
求
め
た
。

（
２
面
に
関
連
記
事
）

被
爆
者
代
表
の
城
台
美

弥
子
さ
ん
（
75
）
は
「
平

和
へ
の
誓
い
」
の
中
で「
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

は
憲
法
を
踏
み
に
じ
る
暴

挙
」
と
政
府
を
批
判
し

た
。式

典
後
に
安
倍
晋
三
首

相
と
面
会
し
た
長
崎
の
被

爆
者
5
団
体
の
代
表
も
、

行
使
容
認
の
閣
議
決
定
撤

回
を
要
請
。
政
府
に
対
す

る
被
爆
地
の
拒
否
反
応
は

強
い
が
、
6
日
の
広
島
の

平
和
宣
言
は
言
及
せ
ず
、

両
市
で
違
い
が
出
た
。
田

上
市
長
は
被
爆
者
ら
の
要

望
に
応
え
、
集
団
的
自
衛

権
の
文
言
を
盛
り
込
ん
だ

一
方
、
直
接
的
な
政
府
批

判
は
避
け
た
。

宣
言
で
田
上
市
長
は
、

核
兵
器
廃
絶
の
た
め
に
保

有
国
や
「
核
の
傘
」
の
下

に
い
る
国
に
対
し
、
核
兵

器
の
禁
止
を
求
め
る
国
と

の
協
議
の
場
を
つ
く
る
よ

う
呼
び
掛
け
た
。
日
本
政

府
に
は
そ
の
先
頭
に
立
つ

こ
と
も
求
め
た
。

東
京
電
力
福
島
第
1
原

発
事
故
の
被
災
地
に
今
年

も
言
及
し
、
「
今
も
多
く

の
人
が
不
安
な
暮
ら
し
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。
福
島

の
一
日
も
早
い
復
興
を
願

い
、
支
援
を
続
け
て
い
く
」

と
約
束
し
た
。
広
島
は
原

発
事
故
に
つ
い
て
も
触
れ

て
い
な
い
。

式
典
に
は
原
爆
投
下
国

で
あ
る
米
国
の
ケ
ネ
デ
ィ

駐
日
大
使
が
参
列
。
米
国

を
含
め
過
去
最
多
と
な
る

48
カ
国
と
欧
州
連
合
（
Ｅ

Ｕ
）
の
代
表
や
、
福
島
県

南
相
馬
市
の
高
校
生
、
同

県
川
内
村
の
小
学
生
ら
参

列
者
計
約
5
9
0
0
人

は
、
原
爆
投
下
時
刻
の
午

前
11
時
2
分
に
黙
と
う

し
、
犠
牲
者
の
冥
福
を
祈

っ
た
。

安
倍
首
相
は
あ
い
さ
つ

で
「
現
実
的
、
実
践
的
な

核
軍
縮
を
進
め
て
い
る
」

と
述
べ
た
。

長
崎
は
式
典
後
も
行
事

が
続
き
、
鎮
魂
の
祈
り
に

包
ま
れ
た
。
夜
に
は
、
犠

牲
者
を
追
悼
す
る
た
め
灯

籠
を
川
に
浮
か
べ
る
恒
例

ま

ん

と

う

の
万
灯
流
し
が
、
台
風
11

号
の
影
響
で
規
模
を
縮
小

し
て
実
施
さ
れ
た
。

長
崎
市
に
よ
る
と
、
こ

の
1
年
間
に
新
た
に
死

亡
が
確
認
さ
れ
た
被
爆
者

は
3
3
5
5
人
で
、
原
爆

死
没
者
名
簿
に
記
載
さ

れ
た
総
数
は
16
万
5
4
0

9
人
と
な
っ
た
。
長
崎

市
内
に
住
む
被
爆
者
は
今

年
3
月
末
時
点
で
3
万

5
8
5
7
人
と
な
り
、
平

均
年
齢
は
78
・
93
歳
と
な

っ
た
。
厚
生
労
働
省
に

よ
る
と
、
被
爆
者
健
康
手

帳
の
保
有
者
は
3
月
末
で

19
万
2
7
1
9
人
と
、
初

め
て
20
万
人
を
下
回
っ

た
。
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17
歳
で
拾
っ
た
ビ
ラ
を
、

今
も
大
切
に
保
管
す
る
皆

吉

【
概
況
】
高
気
圧
に
覆
わ
れ
る
が
、
湿

っ
た
空
気
の
影
響
を
受
け
て
、
曇
り

時
々
晴
れ
と
な
る
。
海
上
は
う
ね
り
を

伴
い
大
し
け
と
な
る
所
が
あ
る
。

７面に関連データきょう 西の風
初めやや強く、
曇り昼すぎま
で時々晴れ

あ す 南西の
風後南の風、曇
り

●海上→きょう4後2
㍍、あす1．5㍍の波でと
もにうねりを伴う

１０１０ １０

℃℃

日出5：49 日入19：06

月出18：31 月入4：55

満潮 6：05＝潮位228

19：12＝潮位226

干潮 0：14＝潮位88

12：42＝潮位17

いずれも名瀬

…
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…
…
…

が
っ
ち
り
と
握
手
す
る
敵

兵
が
描
か
れ
た
米
軍
ビ
ラ

〈
明
日
あ
る
か

わ
か
ら
ぬ
今
日
も

我
は
な
お
求
め
て
や
ま
じ

向
上
の
道

人
々
は

い
か
に
心
の
す
さ
め
ど
も

我

に
潤
う
心
ぞ
欲
し
き
〉。「
碑
の
あ
る
風

景
」（

芳
晴
元
本
紙
編
集
局
長
著
）に

記
さ
れ
た
短
歌
▼
1
9
4
5
年
、
青
年
学
校
教
員
だ

っ
た
女
性
�
当
時
（

）
�
の
最
期
の
日
記
の
一
文

だ
。
太
平
洋
戦
争
末
期
の
同
年
8
月
6
日
午
後
1
時

ご
ろ
、
笠
利
村
（
奄
美
市
笠
利
町
）
赤
木
名
で
空
襲

を
受
け
、
彼
女
ら
1
〜

歳
の
男
女

人
が
逃
げ
込

ご
う

ん
だ
壕
へ
米
軍
機
の
爆
弾
が
直
撃
。
全
員
死
亡
し
た

▼
犠
牲
者
は
親
子
と
兄
弟
姉
妹
や
青
年
・
国
民
学
校

の
教
員
と
児
童
生
徒
ら
。
終
戦
ま
で
あ
と
9
日
、
広

島
へ
の
原
爆
投
下
か
ら
約
5
時
間
後
の
惨
事
で
、
親

や
教
員
は
幼
子
を
か
ば
い
、
腕
時
計
が
時
を
刻
ん
で

い
た
と
い
う
。
遺
族
ら
は
壕
跡
地
に
慰
霊
碑
を
建
て

て
毎
年
、
命
日
に
花
を
手
向
け
て
霊
を
慰
め
て
い
る

▼
広
島
に
続
き
き
の
う
、
長
崎
が

回
目
の
「
原
爆

の
日
」
を
迎
え
た
。
奄
美
群
島
出
身
の
被
爆
者
も
い

る
。
太
平
洋
戦
争
末
期
、
奄
美
へ
の
空
爆
も
し
烈
に

な
り
、
支
え
合
い
な
が
ら
懸
命
に
生
き
、
向
上
心
に

燃
え
て
い
た
人
々
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
遺
族
の
心
の

傷
は
癒
え
な
い
。
高
齢
化
に
伴
い
、
惨
禍
の
語
り
部

は
減
っ
て
い
る
▼
一
方
、
国
内
で
戦
争
を
知
ら
な
い

世
代
に
よ
る
痛
ま
し
い
事
件
が
相
次
ぐ
。
き
ょ
う
は

旧
盆
の
送
り
。
あ
す
か
ら
夏
の
甲
子
園
も
始
ま
る
。

「
終
戦
の
日
」
も
近
い
。
今
日
の
平
和
の
礎
を
築
い

た
人
々
の
声
に
耳
を
傾
け
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
め
る

喜
び
だ
け
で
な
く
、
平
和
と
命
の
尊
さ
を
か
み
し
め

た
い
。

き
ょ
う
10
日
（
日
）
は
新
聞
製
作
を
休
み
、
あ
す
11

日
（
月
）
の
新
聞
は
休
刊
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
な
お
、

11
日
の
テ
レ
ビ
は
5
面
、
Ｂ
Ｓ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
は
4
面

に
掲
載
し
ま
し
た
。

南
海
日
日
新
聞
社

16㈯

40

15㈮

30

14㈭

20

13㈬

30

12㈫

40

11㈪

40

週間天気と

降 水 確 率

263226322632263226322631最高／最低

ああ
すす
のの
新新
聞聞
休休
みみ
まま
すす

朝 昼 夜

最高 最低

２７３２

ききょょううのの天天気気

き
ょ
う
の

予
想
気
温

降
水
確
率
％

８月１０日（日）

月齢14．2

大潮

２０１４年（平成２６年）

旧暦７月１５日・先負伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝伝
ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記記
憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶憶
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

戦後６９年

⑤

奄
美
、次
代
を
担
う
後
世
へ

空
か
ら
舞
っ
た
真
実

米軍ビラ

平和祈念式典で放たれたハトと平和祈念像＝9日午前、長崎市の平和公園

平
和
の
原
点
揺
ら
ぐ
不
安

第22175号
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●
花
束 

●
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
フ
ラ
ワ
ー

●
プ
リ
ザ
ー
ブ
ド
フ
ラ
ワ
ー 

●
供
養
花

大人（お一人様）

2,500円
大人（お一人様）

2,500円
大人（お一人様）

2,500円
大人（お一人様）

2,500円
大人（お一人様）

2,500円
大人（お一人様）

2,500円

お肉のバーベキューお肉のバーベキューお肉のバーベキューお肉のバーベキューお肉のバーベキューお肉のバーベキュー

小学生（お一人様）

1,500円
小学生（お一人様）

1,500円
小学生（お一人様）

1,500円
小学生（お一人様）

1,500円
小学生（お一人様）

1,500円
小学生（お一人様）

1,500円

大人（お一人様）

2,800円
大人（お一人様）

2,800円
大人（お一人様）

2,800円
大人（お一人様）

2,800円
大人（お一人様）

2,800円
大人（お一人様）

2,800円

海の幸バーベキュー海の幸バーベキュー海の幸バーベキュー海の幸バーベキュー海の幸バーベキュー海の幸バーベキュー

☎・FAX54-8839大浜シーサイドハウス
大浜海浜公園内大浜海浜公園内大浜海浜公園内

ご予約・お問い合せ

楽し
い いかがですか！

営業時間：18：00～22：00　※ラストオーダー 21：30

レストガーデン　南洲

・生ビール
・ハイボール
・焼酎・酎ハイ
・ソフトドリンク

・生ビール
・ハイボール
・焼酎・酎ハイ
・ソフトドリンク

・生ビール
・ハイボール
・焼酎・酎ハイ
・ソフトドリンク

男　性
女　性
中・高校生　
小学生

男　性
女　性
中・高校生　
小学生

2,700円

2,500円

1,700円

1,300円

2,700円

2,500円

1,700円

1,300円

サンプラザ5F レストガーデン南洲サンプラザ5F レストガーデン南洲サンプラザ5F レストガーデン南洲

バイキング
メニュー

ビアガーデン盛業中!!デン盛業中盛業中盛業中盛業中ーデンデ !!!!!!ビアガーデン盛業中!!ビアガーデン盛業中!!

奄美市名瀬港町2-153-5151☎ご予約は◎

サンプラ自慢の料理で自慢の料理ででででサンプラ自慢の料理でサンプラ自慢の料理で

27

奄美レンタカー
空港前有料駐車場

空港前信号機角

☎55-2633

250円/日
洗車サービス

AM9時～PM7時半 毎月曜定休駐車場完備
奄美市名瀬大熊町☎53-4113

営

国
道
58
号
線

スタッフ：のぼる、ただひと、きよゆき

釣
具
店

　
　

●

釣
具
店

　
　

●

大熊漁港大熊漁港

●
チ
ボ
リ
の
水

●
チ
ボ
リ
の
水

大
熊
入
口

大
熊
橋

大
熊
橋

カットハウス
チ ボ リ

ココ 男・女1,500円
焼酎飲み放題

ラウンジ 銀馬車
★カラオケ1曲100円（景品有り）

営業/PM8：00～AM4：00

080-5604-5790☎53-2722
不定休

8時～10時まで

●生ビール、サワー類 300円 お持帰り特価 最大40％OFFお持帰り特価 最大40％OFF

奄美店
結婚祝・出産祝・快気祝・新築祝・各種内祝・仏事法要・記念品等結婚祝・出産祝・快気祝・新築祝・各種内祝・仏事法要・記念品等

出
産
内
祝
い
の
方
へ

出
産
内
祝
い
の
方
へ

出
産
内
祝
い
の
方
へ

写
真
入
り
命
名
札
を

サ
ー
ビ
ス
し
て
い
ま
す
。

贈り物専門店

お
盆
お
盆

お
中
元

お
中
元

タオル・寝具・陶器・洗剤・米・焼酎・雑貨etc…

10時～19時営業 名瀬塩浜町5-3 ☎58-4040年中無休
奄美のお土産コーナー新設しました！

全国宅配価格 最大30％OFF全国宅配価格 最大30％OFF

畠山みどり畠山みどり
新曲発表会新曲発表会

「
と
は…

言
う
も
の
の
人
生
は
」

「
と
は…

言
う
も
の
の
人
生
は
」

8月20日㈬
場所：奄美市名瀬中央公民館

時間18：30～

　　ホテルビッグマリン奄美 様 ☎53-1321
　   南条かつみ音楽事務所 ☎53-0179
後援：㈲みどりミユージック・日本コロムビアレコード

《期日》

入場券2,500円
完全自由席

8月21日㈭
場所：龍郷町りゅうゆう館

時間18：30～

《期日》

入場券2,500円
完全自由席

ゲ
ス
ト

南
条
か
つ
み

＊前売券好評発売中！！＊前売券好評発売中！！
問
合
せ
先

面積396.70㎡（120坪）分筆可・地目/宅地、
第1種中高層住居専用地域、建ぺい率60%、
容積率200%、浦上公民館より徒歩1分

面積126.98㎡（38.41坪）地目/宅地・第1種
中高層住居専用地域、建ぺい率60%、容積率
200%、浦上入口バス停より徒歩3分

●浦上町 万
円2,160

●浦上町 万
円750

木造平屋造り、2LDK（LDK11.3・和6・洋
5.2）、敷金2ヵ月、仲介料1ヵ月、駐車場2台込

●赤尾木（新築・一戸建） 万
円6.0

木造2階建2階部分、3DK（DK6・和6・洋
6×2）、平成13年新築、敷金2ヵ月、礼金1ヵ
月、仲介料1ヵ月、駐車場込

●赤尾木 万
円4.9

木造2階建2階部分、1K（8）、平成13年新
築、敷金2ヵ月、礼金1ヵ月、仲介料1ヵ月、エ
アコン有り、駐車場込

●赤尾木 万
円3.0

鉄筋コンクリート造4階建1階部分、2DK（和
6・洋6.8・DK8.6）、駐車場代5,000円、平成15
年新築、敷金2ヵ月、礼金1ヵ月、仲介料1ヵ月

●朝日町 万
円5.8

木造平屋造り、2LDK（LDK14.3・和6.2・洋
6.2）、平成19年新築・敷金2ヵ月、礼金1ヵ
月、仲介料1ヵ月、駐車場2台込

●赤尾木（一戸建） 万
円6.0

木造平屋造り、3DK（DK7.5・洋6×2・和6）、
平成15年新築・礼金1ヵ月、敷金1ヵ月、仲介
料1ヵ月、前家賃、駐車場2台込、DKクーラー
有り、浦上公民館より徒歩2分、8月空予定

●浦上町（一戸建） 万
円6.5

(朝日中学校プール向い)

国土交通大臣免許（1）第8118号
【広告有効期限　平成26年8月末日】

貸　
　
　

  

家

売　

地

笠利町用安

先先
祖祖
のの
供供

もも
てて
なな
すす

受
け
継
が
れ
る
風
習「
ブ
ッ
タ
ナ
」

優
勝
は
北
関
東
チ
ー
ム

ゆ
る
キ
ャ
ラ
ダ
ン
ス
選
手
権

長
渕
フ
ァ
ン

富
士
に
集
う

カ
バ
ー
奏
者
イ
ベ
ン
ト

龍郷町の志村商店

国
立
公
園
化
、ボ
ー
ロ
で
後
押
し

地
場
産
マ
コ
モ
を
有
効
利
用

「
鉄
コ
ン
」１
５
０
０
人
募
集

ハ
ル
ウ
ラ
ラ
、支
援
活
動
も

奥
さ
ん
宅
で
は
毎
年
盆

入
り
の
2
、
3
日
前
か
ら

ブ
ッ
タ
ナ
を
作
り
始
め

る
。
支
柱
の
先
に
小
さ
な

小
屋
風
の
棚
を
設
け
て

棚
の
周
囲
を
ソ
テ
ツ
の

葉
で
飾
る
。
盆
入
り
の
日

は
酒
と
水
で
霊
を
迎
え
、

盆
中
日
は
大
豆
を
す
り
つ

ぶ
し
て
作
る
「
ご
汁
」
や

お
か
ゆ
、
油
そ
う
め
ん
、

送
り
の
日
は
ご
飯
や
漬
け

物
、
そ
う
め
ん
汁
を
供
え

る
な
ど
、
代
々
受
け
継
い

で
き
た
風
習
を
守
っ
て

い
る
。

篤
次
さ
ん
は
「
ブ
ッ
タ

ナ
を
作
る
風
習
は
古
く
か

ら
奄
美
大
島
各
地
で
行
わ

れ
て
い
た
。
祖
父
や
父
が

作
る
姿
を
ず
っ
と
見
て
き

た
が
昔
は
よ
り
家
に
近
い

形
だ
っ
た
。
先
祖
や
仏
を

大
切
に
す
る
奄
美
の
文
化

を
表
し
て
い
る
風
習
で
も

あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
毎
年

続
け
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

ブ
ッ
タ
ナ
は
地
域
や
家

に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
由

来
が
あ
り
、
呼
び
方
も「
ム

ジ
タ
ナ
」
や
「
ム
ッ
ダ
ナ
」

な
ど
異
な
る
。

奄
美
市
の
場
合
、
旧
名
瀬
市
内

21
校
区
の
う
ち
7
校
区
が
児
童
ク

ラ
ブ
を
備
え
る
。
最
も
児
童
数
の

多
い
朝
日
小
の
「
第
1
・
第
2
ひ

ま
わ
り
ク
ラ
ブ
」
は
1
〜
3
年
生

1
0
3
人
を
預
か
る
。
利
用
者
は

年
々
増
え
て
同
小
の
対
象
年
齢
児

童
の
3
人
に
1
人
が
利
用
し
て
い

る
。
待
機
児
童
が
生
じ
る
ほ
ど
で

は
な
い
が
、
ク
ラ
ブ

施
設
は
手
狭
に
な
り

つ
つ
あ
る
と
い
う
。

市
全
体
に
つ
い
て

も
「
現
状
で
は
待
機

児
童
は
い
な
い
が
、

ク
ラ
ブ
を
増
や
し
て

ほ
し
い
と
い
う
声
は

あ
る
」
（
保
健
福
祉
部
福
祉
政
策

課
）。伊津

部
小
の
一
部
校
舎
を
利
用

す
る
「
あ
お
ぞ
ら
児
童
ク
ラ
ブ
」

は
57
人
の
児
童
を
預
か
る
。
う
ち

4
〜
6
年
生
が
6
人
。
立
ち
上
げ

時
か
ら
関
わ
る
川
内
美
和
子
主
任

指
導
員
は
「
10
年
前
は
（
1
〜
3

年
生
で
）
10
人
だ
っ
た
。
伊
津
部

小
は
施
設
に
余
裕
が
あ
る
お
か
げ

で
上
級
生
も
受
け
入
れ
ら
れ
る

が
、各
ク
ラ
ブ
で
事
情
は
異
な
る
」

と
語
る
。

夏
休
み
中
は
30
〜
45
人
の
児
童

が
ク
ラ
ブ
に
来
て
、
自
宅
の
よ
う

に
く
つ
ろ
い
で
過
ご
す
。
児
童
た

ち
も
「
友
達
と
遊
べ
て
楽
し
い
」

と
笑
顔
を
見
せ
る
。
通
常
の
開
所

時
間
は
午
後
1
時
か
ら
同
6
時
ま

で
だ
が
、
夏
休
み
中
は
午
前
8
時

か
ら
午
後
6
時
ま
で
。
ク
ラ
ブ
側

は
3
人
の
指
導
員
に
学
生
ア
ル
バ

イ
ト
2
人
を
加
え
計
5
人
で
対
応

し
て
い
る
。

名
瀬
地
区
の
7
ク
ラ
ブ
の
う
ち

6
ク
ラ
ブ
は
保
護
者
会
が
運
営
す

る
。
全
国
的
に
は
保
護
者
会
運
営

ク
ラ
ブ
は
約
7
％
。名
瀬
の
場
合
、

保
護
者
の
関
わ
る
度
合
い
が
高
い

の
が
特
徴
と
も
い
え
る
。

運
営
費
は
保
護
者
か
ら
の
保
育

料
と
国
の
補
助
金
な
ど
で
賄
わ
れ

て
い
る
が
、
指
導
員
に
対
す
る
社

会
保
障
や
教
育
訓
練
な
ど
待
遇
面

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
な
く
、
各
保

護
者
会
に
任
さ
れ
て
い
る
。

あ
お
ぞ
ら
児
童
ク
ラ
ブ
で
は
保

護
者
の
協
力
を
得
て
指
導
員
自
身

で
雇
用
保
険
を
申
請
し
、
今
年
か

ら
適
用
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
。
施
設
の
安
全
点
検
や
事
故
対

策
な
ど
に
つ
い
て
も
保
護
者
と
共

に
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
り
、
実
施
し

て
い
る
。
「
指
導
員
研
修
も
や
り

た
い
が
、
連
絡
協
議
会
な
ど
も
な

く
、
本
土
か
ら
人
を
呼
ぶ
の
も
難

し
い
。
各
ク
ラ
ブ
の
や
り
方
も
あ

る
し
、
そ
れ
ぞ
れ
模
索
し
な
が
ら

運
営
し
て
い
る
」（
川
内
さ
ん
）

全
国
学
童
保
育
連
絡
協
議
会
に

よ
る
と
、
今
年
5
月
現
在
、
全
国

の
学
童
保
育
数
は
2
万
2
0
9
6

カ
所
（
前
年
比
4
6
1
カ
所
増
）
、

入
所
児
童
数
は
93
万
3
5
3
5
人

（
同
4
万
4
7
8
2
人
増
）。
少
子

化
が
叫
ば
れ
る
中
に
あ
っ
て
、
施

設
数
・
入
所
児
童
数
は
と
も
に
過

去
最
高
を
更
新
中
だ
。
入
所
を
希

望
す
る
待
機
学
童
も
増
え
て
い

る
。学

童
保
育
は
12
年
に
新
法
が
制

定
さ
れ
、
市
町
村
事
業
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
た
。同
法
に
よ
る「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
」
は

15
年
度
か
ら
本
格
施
行
さ
れ
る
。

児
童
福
祉
法
も
改
定
さ
れ
、
指
導

員
の
資
格
や
配
置
基
準
に
つ
い
て

国
が
最
低
基
準
を
定
め
る
よ
う
に

な
る
。
奄
美
市
で
は
全
国
の
各
自

治
体
と
同
様
に
、
今
年
の
9
月
議

会
で
学
童
保
育
の
基
準
を
盛
り
込

ん
だ
条
例
を
諮
る
方
向
だ
。

子
ど
も
に
よ
っ
て
は
学
校
よ
り

も
長
い
時
間
を
過
ご
す
場
所
と
も

な
る
児
童
ク
ラ
ブ
。
女
性
の
社
会

進
出
を
促
し
つ
つ
少
子
化
を
食
い

止
め
る
た
め
に
も
重
要
度
は
増
し

て
い
る
が
、
そ
の
現
状
は
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。
制
度
そ
の
も

の
が
過
渡
期
に
あ
る
今
こ
そ
、
関

心
を
高
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
も

必
要
だ
。

共
働
き
家
庭
や
一
人
親
世
帯
の
小
学
生
を
放
課
後
に

預
か
る
学
童
保
育
（
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
）
。
小
学
校

入
学
後
の
児
童
預
か
り
施
設
と
し
て
1
9
9
7
年
に
法

制
化
さ
れ
、
産
声
を
上
げ
た
。
そ
の
取
り
組
み
は
全
国

に
広
が
り
、
今
や
女
性
の
社
会
進
出
を
支
え
る
重
要
な

社
会
制
度
の
一
つ
。
政
府
も
「
日
本
再
興
戦
略
（
改
訂
）
」

で
、
2
0
1
9
年
度
末
ま
で
に
約
30
万
人
分
の
受
け
皿

を
整
え
る
と
目
標
を
掲
げ
た
。
奄
美
の
現
状
は
ど
う
か
。

奄
美
市
名
瀬
を
例
に
、
そ
の
課
題
を
探
っ
て
み
た
。

（
高
橋
祐
紀
子
）

先祖が天国で付き合いのある人や、ついて来た無縁仏の霊のために

「ブッタナ」（仏棚）を作る旧盆の風習が、奄美市笠利町用安の奥キネ

さん（94）宅で続けられている。今年も長男の篤次さん（66）が手作りし

たブッタナを海が見える庭先に設け、供え物をしてもてなした。

全
国
の
ご
当
地
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
27
組
が
6
チ
ー

ム
に
分
か
れ
て
ダ
ン
ス

の
腕
を
競
う
「
ゆ
る
キ

ャ
ラ
ダ
ン
ス
選
手
権
」

（
フ
ジ
テ
レ
ビ
主
催
）
が

9
日
、
東
京
都
内
で
開
か

れ
、
北
関
東
チ
ー
ム
が
優

勝
し
た
。

北
関
東
チ
ー
ム
は
「
ぐ

ん
ま
ち
ゃ
ん
」（
群
馬
県
）

「
ハ
ッ
ス
ル
黄
門
」（
茨
城

県
）
「
ふ
っ
か
ち
ゃ
ん
」

（
埼
玉
県
）
「
カ
パ
ル
」

（
同
）
の
4
体
で
出
場
。
水

戸
黄
門
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

ハ
ッ
ス
ル
黄
門
は
、
腰
を

曲
げ
て
よ
ろ
よ
ろ
と
登
場

し
た
は
ず
な
の
に
、
い
ざ

音
楽
が
流
れ
る
と
キ
レ
の

い
い
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、

観
客
を
爆
笑
さ
せ
た
。

「
チ
ャ
チ
ャ
王
国
の
お

う
じ
ち
ゃ
ま
」（
京
都
府
）

が
ス
テ
ー
ジ
か
ら
転
が
り

落
ち
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
あ

っ
た
関
西
・
中
国
チ
ー
ム

は
、
最
も
印
象
に
残
っ
た

と
し
て
「
Ｍ
Ｉ
Ｇ
」
賞
が

贈
ら
れ
た
。奄

美
市
笠
利
町
の
県
奄
美
パ

ー
ク
屋
内
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
9

日
、
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
あ

り
、
奄
美
で
活
動
す
る
女
性
4

組
が
多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽

で
聴
衆
を
楽
し
ま
せ
た
。

楠
田
莉
子
さ
ん
の
「
空
と
君

の
あ
い
だ
に
」（
中
島
み
ゆ
き
）

で
幕
開
け
。
Ｍ
ｉ
ｈ
ｏ
＆
Ｓ
ｈ

ｉ
ｚ
ｕ
ｋ
ａ
は
ピ
ア
ノ
演
奏
に

乗
せ
て
ジ
ャ
ズ
や
ポ
ッ
プ
ス
ソ

ン
グ
、
別
府
ま
り
か
さ
ん
＆
藤

田
晶
さ
ん
は
「
朝
花
」
や
「
請

け
く
ま
慢
女
節
」
と
い
っ
た
島

唄
を
披
露
し
た
。
最
後
は
、
は

ま
だ
ゆ
か
り
さ
ん
が
代
表
曲
の

「
麦
わ
ら
ぼ

う
し
」
な
ど

を
歌
っ
て
締

め

く

く

っ

た
。同

市
名
瀬

出
身
で
東
京

都
か
ら
帰
省

し

た

女

性

（
45
）
は
「
久

し
ぶ
り
に
生

の
島
唄
を
聴

け
て
よ
か
っ

た
。
い
ろ
ん

な
ジ
ャ
ン
ル

の
音
楽
を
楽

し
め
た
」
と

話

し

て

い

た
。

国
内
各
地
か
ら
、
歌
手

の
長
渕
剛
さ
ん
の
カ
バ
ー

演
奏
者
が
一
堂
に
集
う
野

外
イ
ベ
ン
ト
が
9
日
、
山

梨
県
富
士
吉
田
市
の
道
の

駅
「
富
士
吉
田
」
の
特
設

会
場
で
開
か
れ
、
延
べ
約

1
8
0
0
人
の
観
客
を
前

に
「
と
ん
ぼ
」
な
ど
代
表

曲
か
ら
、
知
る
人
ぞ
知
る

名
曲
ま
で
約
60
曲
が
披
露

さ
れ
た
。

北
海
道
や
三
重
、
広
島

な
ど
12
都
道
府
県
か
ら
13

組
が
参
加
。
普
段
は
会
社

員
を
し
な
が
ら
、
路
上
ラ

イ
ブ
や
メ
デ
ィ
ア
出
演
を

す
る
実
力
派
ぞ
ろ
い
で
、

台
風
11
号
の
接
近
で
悪
天

候
の
中
、
会
場
を
沸
か
せ

た
。新

潟
県
長
岡
市
か
ら

「
剛
」
と
背
中
部
分
に
書

か
れ
た
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
身

に
着
け
た
会
社
員
丸
岡

茂
雄
さ
ん
（
52
）
は
「
み

ん
な
個
性
が
あ
っ
て
、
み

ん
な
剛
が
好
き
で
、
最
高

に
ぜ
い
た
く
な
一
日
」
と

話
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た

山
梨
県
山
中
湖
村
の
建
設

会
社
経
営
羽
田
由
紀
夫
さ

ん
（
49
）
は
、
デ
ビ
ュ
ー

当
時
か
ら
長
渕
さ
ん
の
大

フ
ァ
ン
。
道
の
駅
で
夏
季

行
事
の
ア
イ
デ
ア
を
募
集

し
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

カ
バ
ー
演
奏
の
イ
ベ
ン
ト

活
動
で
知
り
合
っ
た
全
国

の
「
剛
友
」
に
競
演
を
呼

び
掛
け
た
。

龍
郷
町
龍
郷
の
志
村
商

店
は
8
月
、
「
あ
ま
み
の

も
り
の
お
と
し
も
の
」
と

題
し
た
ボ
ー
ロ
（
焼
き
菓

子
）
の
販
売
を
始
め
た
。

パ
ッ
ケ
ー
ジ
は
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
。
材
料
は
町

内
で
取
れ
た
マ
コ
モ
と
落

花
生
。
地
場
産
の
有
効
活

用
と
と
も
に
、
「
奄
美
の

国
立
公
園
化
を
お
菓
子
で

後
押
し
し
よ
う
」
と
の
試

み
だ
。

ボ
ー
ロ
の
製
造
、
販
売

は
地
域
ぐ
る
み
で
2
年
ほ

ど
か
け
て
取
り
組
ん
だ
。

町
内
で
取
れ
る
マ
コ
モ
は

高
級
食
材
だ
が
、
黒
色
が

出
始
め
る
と
商
品
価
値
が

下
が
る
。
店
長
の
宇
都
宮

英
之
さ
ん
（
57
）
ら
が
加

工
品
づ
く
り
を
発
案
。
試

行
錯
誤
を
重
ね
て
完
成
し

た
。ボ

ー
ロ
は
奄
美
の
国
立

公
園
指
定
に
向
け
て
「
地

域
の
機
運
を
盛
り
上
げ
よ

う
」
と
の
思
い
も
込
め
、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
国
立
公
園

の
主
役
に
な
る
ア
マ
ミ
ノ

ク
ロ
ウ
サ
ギ
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
。
宇
都
宮
さ
ん
は「
国

立
公
園
化
は
農
業
や
漁
業

に
も
波
及
す
る
」
と
指
摘

す
る
。

ボ
ー
ロ
は
1
袋
（
12
㌘
）

1
0
0
円
（
税
込
み
）
。

初
回
限
定
分
と
し
て
60
個

つ
く
っ
た
。
志
村
商
店
の

み
で
販
売
し
て
い
る
。
問

い
合
わ
せ
は
電
話
0
9
9

7（
6
2
）2
4
7
0
志
村

商
店
。

車
両
基
地
で
出
会
い
を

見
つ
け
よ
う
―
。
埼
玉
高

速
鉄
道
と
東
京
メ
ト
ロ

は
、
男
女
の
出
会
い
イ
ベ

ン
ト
「
街
コ
ン
」
に
ち
な

ん
だ
「
鉄
コ
ン
ｉ
ｎ
浦
和

美
園
〜
車
両
基
地
か
ら
始

ま
る
恋
の
予
感
」
を
9
月

13
日
、
浦
和
美
園
駅
車
両

基
地
（
さ
い
た
ま
市
緑
区
）

近
辺
で
企
画
し
、
男
女
各

7
5
0
人
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。

東
京
メ
ト
ロ
の
南
北
線

は
埼
玉
高
速
鉄
道
と
直
通

運
転
し
て
お
り
、
両
線
の

利
用
者
に
出
会
い
の
場
を

提
供
す
る
と
と
も
に
、
路

線
の
認
知
度
を
上
げ
る
の

が
狙
い
だ
。

走
っ
て
も
勝
て
な
い
競

走
馬
と
し
て
全
国
的
な

ブ
ー
ム
と
な
っ
た
高
知

競
馬
の
ハ
ル
ウ
ラ
ラ
（
牝
、

18
歳
）
が
、
千
葉
県
内
の

牧
場
で
余
生
を
送
っ
て

い
る
。

1
9
9
8
年
に
デ
ビ
ュ

ー
し
、
引
退
す
る
2
0
0

6
年
ま
で
1
1
3
戦
全

敗
。
負
け
て
も
ひ
た
向

き
に
走
り
続
け
る
姿
が

人
気
を
集
め
「
負
け
組
の

星
」
と
も
呼
ば
れ
た
が
、

消
息
が
長
く
は
っ
き
り
せ

ず
、
安
否
が
心
配
さ
れ
て

い
た
。

ハ
ル
ウ
ラ
ラ
は
96
年
北

海
道
生
ま
れ
。
引
退
後
の

12
年
12
月
、
当
時
の
馬
主

が
千
葉
県
御
宿
町
の
牧
場

「
マ
ー
サ
フ
ァ
ー
ム
」
に

預
け
、
そ
の
ま
ま
今
年
2

月
に
所
有
権
を
譲
渡
。
現

在
、
同
フ
ァ
ー
ム
が
自
費

で
世
話
を
し
て
お
り
、
元

気
だ
と
い
う
。

１１５５
年年
度度
かか
らら
新新
制制
度度

社 会

「学童保育」は今

保護者のお迎えを待つ間は映画観賞。自宅のようにく

つろぐ児童たち＝奄美市名瀬のあおぞら児童クラブ

車
両
基
地
で

恋

し

よ

う

リリポポーートト

各
ク
ラ
ブ
で
独
自
に
発
展

奄美市名瀬

指
導
体
制
、周
知
に
課
題
も

「
負
け
組
の
星
」

千
葉
で
余
生

国
立
公
園
化
に
機
運
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
製
造
し

た
「
あ
ま
み
の
も
り
の
お
と
し
も
の
」

ブッタナを作って無念仏などの霊に供え物をする旧盆の風習。

奥さん宅で毎年続けられている＝9日、奄美市笠利町用安

多多彩彩なな音音楽楽でで魅魅了了
奄奄美美パパーーククででササママーーココンンササーートト

で優勝した北関東チーム。左から「カパル」、「ぐ

んまちゃん」、「ハッスル黄門」、「ふっかちゃん」

＝9日午後、東京都江東区

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
で
聴
衆
を
楽
し
ま

せ
た
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
�
9
日
、
奄
美
市

笠
利
町
の
県
奄
美
パ
ー
ク
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記　
　
　
　
　
　
　
　

日　
　

時　

八
月
三
十
一
日
㈰ 

午
前
九
時

大
会
会
場　

奄
美
市
太
陽
が
丘
総
合
体
育
館

主　
　

催　

奄
美
市
名
瀬
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会

協　
　

賛　

㈲
ア
イ
・
タ
イ
ム
ズ　

㈱
奄
美
大
島
開
運
酒
造

申
込
締
切
日　

八
月
二
十
五
日
㈪　

午
後
五
時
ま
で

監
督
会
日
時　

八
月
二
十
六
日
㈫　

午
後
六
時

監
督
会
会
場　

名
瀬
公
民
館

出 

場 

費　

一
チ
ー
ム　

七
、〇
〇
〇
円

試
合
方
法　

男
女
と
も
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
行
う

出
場
資
格　

高
校
生
以
上
の
チ
ー
ム　

実
施
要
項　

男
女
と
も
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
方
式
で
開
催
し
出
場
選   

               

手
資
格
は
フ
リ
ー
と
す
る　

　
　
　
　
　

但
し
、
高
校
生
チ
ー
ム
は
同
学
校
の
生
徒
の
み
で

　
　
　
　
　

の
出
場
と
す
る　

　
　
　
　
　

昨
年
大
会
の
男
女
ベ
ス
ト
４
は
シ
ー
ド
と
す
る　

申
込
先　

高　
　

一
也　

〇
九
〇
・
四
五
一
五
・
五
八
一
七

　
　
　
　
　

松
野　

芳
照　

〇
九
〇
・
三
九
八
六
・
二
六
二
六

　
　
　
　
　

石
神　

康
郎　

〇
九
〇
・
七
一
五
一
・
七
五
五
〇

http://

w
w
w.

fenyw
orld.

com/

khv/

index.

htm
l

第
七
回
蔭
山
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル（
九
人
制
）

オ
ー
プ
ン
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

※
申
込
方
法
は
左
記
の
大
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
ア
ク
セ
ス
し
選
手
名
簿
等
の
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

大
会
H
P

大人 男性　2,700円
大人 女性　2,500円
中高生　   1,800円
小学生　   1,200円
幼児　　　  800円

大人 男性　2,700円
大人 女性　2,500円
中高生　   1,800円
小学生　   1,200円
幼児　　　  800円

大人 男性　2,700円
大人 女性　2,500円
中高生　   1,800円
小学生　   1,200円
幼児　　　  800円

OPEN 18:00～21：30ラストオーダー

ホテルウエストコート奄美ホテルウエストコート奄美ホテルウエストコート奄美ホテルウエストコート奄美ホテルウエストコート奄美

ご予約は☎ 8080ご予約は☎ご予約は☎ご予約は☎ 808080808080ご予約は☎（52）8080※雨天の場合は、誠に勝手ながらお休みさせていただく場合もございます。詳しくはお問い合せ下さい。

飲み放題！

食べ放題！

～おいしい料理と景色が自慢です～～おいしい料理と景色が自慢です～

島で一番空に近い! !島で一番空に近い! !島で一番空に近い! !

！！盛業中！！

1111F絶景屋上ビアガーデン絶景屋上ビアガーデン11F絶景屋上ビアガーデン11F絶景屋上ビアガーデン

〝JAL・ANA株主優待券〟発売中！

JAL株主優待割引
好評予約受付中！
JAL株主優待割引
好評予約受付中！
奄美空港前駐車場1日無料券プレゼント！
奄美エーストラベル本社・笠利営業所にて航空券・乗船券
など購入のお客様にもれなく1日無料駐車券プレゼント！！

☎
　
2
1
2
6

53

広
告
は

売墓地
☎
０
８
０
ー
９
１
０
４
ー
０
９
９
２（
久
原
）

●
南
海
墓
地
入
口（
水
道
・
駐
車
場
横
）

●
永
田
墓
地（
２
坪
）水
道
近
く

平
田
町
佳
南
園
下

白
み
か
げ     

墓
石
付 

４
坪

大

奄
美
観
光
ホ
テ
ル

※
ご
希
望
の
方
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹
介
状

　　

持
参
で
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

募　　集

…
…
…

■
調
理
補
助　

  

若
干
名

…
…
…

■
フ
ロ
ン
ト　

  

若
干
名

☎
０
９
９
７（
52
）２
２
２
１

明るく、元気な方

葬
祭
業
務　　  　　　　　　　　　　　　　
若
干
名

Ｊ
Ａ
あ
ま
み 

大
島
事
業
本
部

●
詳
細
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
て
掲
示

※
ご
希
望
の
方
は
履
歴
書
を
郵
送
又
は
ご
持
参
下
さ
い
。

奄
美
市
名
瀬
小
浜
町
19
番
２
号 

☎（
52
）3
3
2
1

●
勤
務
地
／
ル
ミ
エ
ー
ル
奄
美（
奄
美
市
名
瀬
朝
仁
新
町
）

一
般
事
務　　　　

配

達

員
　　　       

●
勤
務
地
／
事
業
本
部（
奄
美
市
名
瀬
小
浜
町
）

●
勤
務
地
／
龍
郷
支
所（
龍
郷
町
瀬
留
九
七
五
ー
一
）

若
干
名

若
干
名

就職
情報
◆受付時間◆
午前9時～午後5時
南海日日新聞社
（広告部）
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国国
内内
初初
、、水水
中中
探探
査査
機機
でで
調調
査査
へへ

１０
月
に
倉
木
崎
海
底
遺
跡（

宇
検村

）

新
た
な
発
見
に
地
元
期
待

�������
�������
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�������
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台風１１号

９９
日日
もも
４４６６
便便
欠欠
航航

奄
美
の

空
の
便

東
京
な
ど
一
部
再
開

海
路
復
旧
へ
、臨
時
便
も

３
割
が
農
山
漁
村
定
住
願
望

都
市
住
民
、医
療
や
仕
事
条
件

カ
ウ
ン
セ
リ

ン

グ

２１６

人

佐
世
保
事
件
で
高
校

停
電
、９
日

朝
で
復
旧

奄
美
地
方

九州運輸局

好
調
、外
航
ク
ル
ー
ズ
寄
港

名
瀬
７
回
、今
年
の
上
半
期

台

風

で

５００
便
欠
航

２
万
人
以
上
に
影
響

不
正
改
造
２０
件
に

整

備

命

令

九
州
運
輸
局

産
経
新
聞
支
局
長
に

出

頭

要

請

韓
国
検
察
、名
誉
毀
損
告
発
で

酒
気
帯
び
疑
い
で

米

兵

逮

捕

沖
縄
、分
離
帯
乗
り
上
げ

九
州
国
立
博
物
館
（
福
岡
県
太
宰
府
市
、
三
輪
嘉
六
館
長
）
は
今
年
10
月
、
宇
検
村
の
倉
木
崎
海
底
遺
跡

で
、
国
内
初
と
な
る
水
中
遺
跡
探
査
を
行
う
。
ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
た
磁
気
探
査
機
な
ど
最
新
の
機
器

を
使
い
、
専
門
家
6
人
も
常
駐
す
る
大
掛
か
り
な
調
査
と
な
る
。
同
遺
跡
調
査
は
1
9
9
6
〜
98
年
の
青
山

学
院
大
学
に
よ
る
発
掘
調
査
以
来
16
年
ぶ
り
。
宇
検
村
は
沈
没
船
な
ど
新
た
な
発
見
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て

い
る
。

今
回
の
調
査
は
文
化
庁

の
委
託
事
業
。
海
底
に
眠

る
交
易
船
の
船
体
や
積
荷

に
あ
っ
た
可
能
性
の
あ
る

鉄
製
遺
物
の
検
出
も
可
能

な
、
磁
気
探
査
機
や
水
中

金
属
探
知
機
な
ど
を
投
入

し
、
そ
の
機
能
と
効
果
を

確
か
め
る
。
調
査
は
10
月

17
日
か
ら
12
日
間
の
計

画
。九

州
国
立
博
物
館
・
博

物
館
科
学
課
の
今
津
節
生

課
長
は
「
今
回
は
発
掘
調

査
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で

も
水
中
探
査
機
の
効
果
を

確
か
め
る
こ
と
が
最
大
の

目
的
。
国
内
で
の
探
査
調

査
は
初
め
て
だ
が
、
海
底

遺
跡
の
中
で
倉
木
崎
が
最

適
と
判
断
し
た
。
調
査
期

間
中
に
新
し
い
発
見
が
あ

れ
ば
、
そ
の
都
度
公
表
す

る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
」

と
話
し
て
い
る
。

倉
木
崎
海
底
遺
跡
は
、

宇
検
村
宇
検
の
ク
ラ
キ
鼻

と
枝
手
久
島
の
間
に
あ
る

狭
い
海
峡
（
長
さ
約
3
0

0
㍍
、
幅
約
1
0
0
㍍
）

一
帯
。
1
9
9
8
年
に
か

け
て
の
青
山
学
院
大
学
調

査
で
は
、
12
世
紀
か
ら
13

世
紀
前
半
の
大
量
の
陶
磁

器
が
採
取
さ
れ
た
。
当
時

の
調
査
で
は
、
陶
磁
器
は

貿
易
船
が
座
礁
し
て
積
荷

を
投
棄
し
た
の
か
、
貿
易

船
が
沈
没
し
た
の
か
な
ど

は
解
明
で
き
な
か
っ
た
。

16
年
前
の
調
査
に
も
関

わ
っ
た
元
奄
美
博
物
館
館

長
の
中
山
清
美
氏
は
「
倉

木
崎
海
底
遺
跡
は
、
南
西

諸
島
が
中
世
の
ア
ジ
ア
と

日
本
を
結
ぶ
交
易
航
路
の

一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
る
重
要
な
遺
跡
。
（
水

中
探
査
は
）
地
域
振
興
の

大
き
な
基
礎
資
料
に
も
な

る
と
思
う
」
と
話
し
て
い

る
。

台
風
11
号
の
影
響
で
、

奄
美
関
係
の
空
の
便
は
9

日
も
欠
航
が
相
次
い
だ
。

東
京
や
大
阪
と
奄
美
を
結

ぶ
直
行
便
は
運
航
し
た

が
、
鹿
児
島
と
奄
美
の
各

島
を
結
ぶ
46
便
が
欠
航
し

た
。前

日
は
ほ
ぼ
全
便
欠
航

で
終
日
閑
散
と
し
て
い
た

奄
美
市
笠
利
町
の
奄
美
空

港
。
9
日
は
東
京
、
成
田
、

大
阪
と
奄
美
を
結
ぶ
直
行

便
や
奄
美
群
島
間
の
路
線

が
再
開
さ
れ
、
空
港
利
用

者
も
多
か
っ
た
。

バ
ニ
ラ
エ
ア
は
8
日
の

便
を
「
遅
延
」
と
し
、
9

日
は
成
田
―
奄
美
2
往
復

4
便
態
勢
。
い
ず
れ
も
満

席
だ
っ
た
。
夏
休
み
を
利

用
し
て
帰
省
し
た
と
い
う

東

京

都

在

住

の

女

性

（
23
）
は
「
前
も
っ
て
9

日
の
チ
ケ
ッ
ト
を
予
約
し

て
い
た
。
台
風
の
影
響
で

欠
航
に
な
ら
な
く
て
良
か

っ
た
」
と
話
し
て
い
た
。

奄
美
関
係
の
航
路
は
9

日
も
全
便
欠
航
。
運
航
各

社
は
10
日
、
定
期
便
の
運

航
を
再
開
し
、
臨
時
便
も

投
入
す
る
。

鹿
児
島
―
奄
美
―
沖
縄

航
路
は
復
旧
に
向
か
う
。

10
日
の
鹿
児
島
港
発
下
り

便
は
、
出
港
予
定
時
刻
順

に
▽
ク
イ
ー
ン
コ
ー
ラ
ル

8
、
奄
美
各
島
経
由
の
臨

時
便
▽
フ
ェ
リ
ー
あ
け
ぼ

の
、
奄
美
各
島
経
由
の
定

期
便
▽
フ
ェ
リ
ー
波
之

上
、
那
覇
直
行
の
臨
時
便
。

喜
界
航
路
で
は
10
日
、

鹿
児
島
港
発
で
フ
ェ
リ
ー

き
か
い
が
臨
時
運
航
。
神

戸
―
奄
美
―
沖
縄
航
路
の

琉
球
エ
キ
ス
プ
レ
ス
は
定

期
便
と
し
て
10
日
那
覇
港

を
出
る
。

都
市
部
に
住
む
人
の

31
・
6
％
が
農
山
漁
村
に

定
住
し
て
み
た
い
と
考
え

て
い
る
こ
と
が
9
日
、
内

閣
府
の
農
山
漁
村
に
関
す

る
世
論
調
査
で
分
か
っ

た
。
2
0
0
5
年
の
調
査

か
ら
約
1
・
5
倍
に
増
え

た
。
た
だ
定
住
に
必
要
な

条
件
（
複
数
回
答
）
と
し

て
「
医
療
機
関
、
施
設
の

存
在
」（
68
・
0
％
）「
生

活
が
維
持
で
き
る
仕
事
」

（
61
・
6
％
）
が
上
位
に

挙
が
っ
て
お
り
、
受
け
入

れ
側
の
課
題
が
あ
ら
た
め

て
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

た
。農

山
漁
村
の
活
性
化
に

取
り
組
む
農
林
水
産
省
は

「
体
験
型
観
光
の
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
普
及
す

る
な
ど
、
関
心
の
高
ま
り

が
表
れ
て
い
る
」
と
分
析
。

改
定
作
業
を
進
め
て
い
る

農
政
の
長
期
指
針
「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計

画
」
に
結
果
を
反
映
さ
せ

る
。調

査
は
6
月
に
実
施

し
、
全
国
の
20
歳
以
上
の

男
女
1
8
8
0
人
か
ら
回

答
を
得
た
。
都
市
在
住
は

1
1
4
7
人
、
農
山
漁
村

は
7
0
0
人
で
、
他
は「
ど

ち
ら
と
も
い
え
な
い
」
な

ど
だ
っ
た
。

農
山
漁
村
に
定
住
し
た

い
と
答
え
た
都
市
住
民

は
、
世
代
別
で
は
20
代
の

38
・
7
％
が
最
高
。
男
女

別
で
は
男
性
が
36
・
8
％

で
、
女
性
よ
り
約
10
㌽
高

か
っ
た
。

一
方
、
農
山
漁
村
に
住

む
人
で
都
市
部
に
移
住
し

た
い
と
答
え
た
の
は
19
・

7
％
だ
っ
た
。
20
代
で
は

34
・
5
％
と
高
か
っ
た
。

現
在
の
生
活
で
困
っ
て
い

る
こ
と
と
し
て
「
仕
事
が

な
い
」
「
交
通
手
段
が
不

便
」
の
ほ
か
、
「
医
療
機

関
、
施
設
が
少
な
い
」
と

の
回
答
も
多
か
っ
た
。

長
崎
県
佐
世
保
市
の
高

1
女
子
生
徒
殺
害
事
件

で
、
殺
害
さ
れ
た
生
徒
と

殺
人
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
た

同
級
生
の
少
女
（
16
）
が

通
っ
て
い
た
佐
世
保
市
内

の
高
校
は
9
日
、
事
件
後
、

生
徒
ら
延
べ
2
1
6
人
が

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受
け

た
と
明
ら
か
に
し
た
。

高
校
に
よ
る
と
、
こ
れ

ま
で
に
生
徒
1
7
9
人
、

職
員
21
人
、
保
護
者
16
人

が
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
受

け
た
。
医
療
機
関
に
引
き

継
ぐ
ほ
ど
の
重
症
者
は
い

な
い
と
い
う
。

ま
た
こ
の
日
、
長
崎
原

爆
の
日
に
合
わ
せ
た
全
校

集
会
を
開
き
、
あ
ら
た
め

て
生
徒
に
黙
と
う
し
た
。

集
会
後
、
校
長
が
記
者
会

見
し
「
全
体
的
に
見
た
目

は
ず
い
ぶ
ん
落
ち
着
い
て

き
た
が
、
1
年
生
は
ま
だ

沈
ん
だ
厳
し
い
雰
囲
気

だ
」
と
話
し
た
。

集
会
で
は
、
生
徒
会
が

今
月
末
に
開
催
予
定
の
文

化
祭
の
名
称
を
「
文
化
発

表
会
」
と
変
更
す
る
ほ
か
、

生
き
て
い
く
意
味
や
人
と

の
つ
な
が
り
を
考
え
る
場

に
し
た
い
と
提
案
し
た
と

い
う
。

県
災
害
警
戒
本
部
が
9

日
午
後
3
時
現
在
で
ま
と

め
た
台
風
11
号
被
害
状
況

に
よ
る
と
、
奄
美
地
方
で

人
的
被
害
や
住
家
被
害
は

な
か
っ
た
。
九
州
電
力
鹿

児
島
支
社
に
よ
る
と
、
一

時
2
0
0
戸
余
り
あ
っ
た

奄
美
地
区
で
の
停
電
は
9

日
午
前
9
時
ま
で
に
全
て

復
旧
し
た
。

犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
と

き
に
役
立
つ
情
報
を
ま
と
め

た
「
被
害
者
ノ
ー
ト
」
が
遺

族
ら
の
手
で
完
成
し
た
。
自

ら
の
経
験
を
基
に
、
取
る
べ

き
行
動
や
相
談
先
な
ど
を
紹

介
。
捜
査
機
関
や
自
治
体
に

よ
る
支
援
を
補
助
す
る
役
割

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

作
成
し
た
の
は
被
害
者
や

遺
族
、
支
援
者
ら
約
40
人
で

つ
く
る
「
途
切
れ
な
い
支
援

を
被
害
者
と
考
え
る
会
」

（
東
京
、
代
表
・
近
藤
さ
え

子
中
野
区
議
）
。
メ
ン
バ
ー

か
ら
「
逮
捕
さ
れ
た
容
疑
者

が
取
り
調
べ
内
容
を
記
録
す

る
『
被
疑
者
ノ
ー
ト
』
は
あ

る
の
に
、
同
じ
よ
う
な
も
の

が
被
害
者
に
な
い
の
は
お
か

し
い
」
と
の
声
が
上
が
り
、

2
年
ほ
ど
前
か
ら
構
想
を
温

め
て
き
た
。

ノ
ー
ト
は
約
1
0
0
㌻
。

警
察
、
検
察
の
事
情
聴
取
や

裁
判
で
同
じ
こ
と
を
繰
り
返

し
聴
か
れ
て
も
精
神
的
な
負

担
を
感
じ
る
こ
と
な
く
対
応

で
き
る
よ
う
、
事
件
の
状
況

や
加
害
者
の
情
報
を
細
か
く

記
入
す
る
欄
を
設
け
た
。

支
援
団
体
の
連
絡
先
や
弁

護
士
の
紹
介
窓
口
を
記
載
し

て
い
る
ほ
か
、
担
当
者
の
名

前
を
記
入
し
た
り
、
名
刺
を

貼
り
付
け
た
り
す
る
ス
ペ
ー

ス
も
あ
る
。

逮
捕
か
ら
裁
判
ま
で
の
流

れ
や
裁
判
へ
の
参
加
方
法
の

ほ
か
、
死
亡
届
や
年
金
な
ど

自
治
体
で
必
要
な
手
続
き
も

紹
介
。
報
道
機
関
の
取
材
を

受
け
る
際
の
注
意
点
や
メ
リ

ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
も
解
説
し
て
い
る
。

約
2
2
0
部
作
成
し
、
支

援
団
体
や
弁
護
士
会
な
ど
に

配
布
。
「
今
後
も
必
要
に
応

じ
て
増
刷
し
た
い
」
と
し
て

い
る
。

2
0
0
4
年
11
月
に
勤
務

先
の
元
上
司
ら
に
夫
が
殺
害

さ
れ
た
近
藤
代
表
は
「
被
害

者
や
遺
族
は
何
が
必
要
な
の

か
分
か
ら
な
い
ま
ま
メ
モ
を

取
っ
て
い
る
」と
指
摘
。「
経

験
者
と
し
て
、
こ
う
い
う
も

の
が
あ
れ
ば
い
い
と
思
っ
て

作
っ
た
。
ノ
ー
ト
を
見
せ
る

こ
と
で
周
囲
の
理
解
も
進
む

の
で
は
な
い
か
」
と
期
待
し

て
い
る
。

九
州
運
輸
局
が
ま
と
め

た
管
内
の
外
航
ク
ル
ー
ズ

動
向
に
よ
る
と
、
2
0
1

4
年
上
半
期
の
寄
港
は
98

回
で
、
13
年
の
通
年
実
績

（
97
回
）
を
既
に
上
回
っ

た
。
こ
の
う
ち
奄
美
市
の

名
瀬
港
は
7
回
で
、
こ
れ

も
13
年
の
通
年
実
績
（
1

回
）
を
上
回
っ
た
。

14
年
の
管
内
寄
港
は
4

月
以
降
の
伸
び
が
顕
著
。

4
〜
6
月
は
各
月
と
も
前

年
同
期
実
績
の
2
倍
で
、

3
カ
月
間
の
累
計
は
過
去

3
年
で
も
最
高
と
な
っ

た
。上

陸
者
数
も
13
年
を
大

き
く
上
回
る
水
準
で
推
移

し
て
い
る
。
上
半
期
の
上

陸
者
数
は
計
4
万
9
3
2

5
人
で
前
年
同
期
の
約
3

倍
。
こ
れ
も
既
に
前
年
の

通
年
実
績
を
上
回
っ
た
。

13
年
は
韓
国
ク
ル
ー
ズ

船
社
の
運
航
中
止
な
ど
の

影
響
で
、
12
年
比
6
割
減

に
落
ち
込
ん
で
い
た
。
運

輸
局
は
、
中
国
か
ら
の
来

日
観
光
客
の
回
復
傾
向
や

4
月
以
降
の
寄
港
実
績
な

ど
か
ら
「
寄
港
は
今
後
も

好
調
に
推
移
し
て
い
く
と

期
待
さ
れ
る
」
と
し
て
い

る
。

台
風
11
号
の
影
響
で
9

日
、
航
空
各
社
の
欠
航
は

九
州
や
四
国
の
路
線
を
中

心
に
5
0
0
便
を
超
え
、

乗
客
2
万
人
以
上
に
影
響

し
た
。
10
日
も
1
0
0
便

以
上
の
欠
航
が
決
ま
っ
て

お
り
、
各
社
は
「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
情
報
を
確

認
し
て
ほ
し
い
」
と
し
て

い
る
。

日
航
は
9
日
、
大
分
を

発
着
す
る
全
便
を
含
む
1

3
9
便
を
欠
航
、
約
1
万

2
千
人
に
影
響
し
た
。
全

日
空
も
1
0
6
便
の
運
航

を
取
り
や
め
、
約
1
万
人

に
影
響
し
た
。

ほ
か
に
、
日
本
エ
ア
コ

ミ
ュ
ー
タ
ー
（
Ｊ
Ａ
Ｃ
）

は
鹿
児
島
の
離
島
路
線
を

中
心
に
1
3
6
便
、
ソ
ラ

シ
ド
エ
ア
が
30
便
な
ど
、

欠
航
が
相
次
い
だ
。

各
社
は
払
い
戻
し
や
別

の
便
へ
の
予
約
変
更
を
受

け
付
け
て
い
る
。

九
州
運
輸
局
は
7
日
、

6
月
に
管
内
で
実
施
し
た

街
頭
車
検
の
結
果
を
発
表

し
た
。
5
6
3
台
の
検
査

で
1
1
8
台
に
保
安
基
準

不
適
合
箇
所
が
見
つ
か

り
、
使
用
者
に
改
善
を
指

導
し
た
。
窓
ガ
ラ
ス
へ
の

着
色
フ
イ
ル
ム
貼
付
な
ど

不
正
改
造
車
（
20
件
）
に

対
し
て
は
整
備
命
令
書
を

交
付
し
た
。
車
検
切
れ
も

2
台
あ
っ
た
。

6
月
の
「
不
正
改
造
車

を
排
除
す
る
運
動
」
と「
デ

ィ
ー
ゼ
ル
ク
リ
ー
ン
・
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
一
環
。

管
内
で
計
10
回
検
査
を
実

施
し
た
。
併
せ
て
実
施
し

た
燃
料
抜
き
取
り
検
査
で

は
、
不
正
軽
油
の
使
用
車

両
は
無
か
っ
た
。

見
つ
か
っ
た
他
の
不
正

改
造
例
は
、
排
出
ガ
ス
発

散
防
止
装
置
の
取
り
外

し
、
マ
フ
ラ
ー
の
交
換
や

取
り
外
し
に
よ
る
近
接
排

気
音
の
超
過
、
後
写
鏡
の

取
り
外
し
な
ど
。

【
ソ
ウ
ル
共
同
】
韓
国

の
ソ
ウ
ル
中
央
地
検
は
、

産
経
新
聞
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
掲
載
さ
れ
た
ソ
ウ
ル

支
局
長
（
48
）
の
記
事
が

パ

ク

ク

ネ

朴
槿
恵
大
統
領
の
名
誉
を

き

そ
ん

毀
損
し
た
と
す
る
市
民
団

体
の
告
発
を
受
け
、
支
局

長
に
事
情
を
聴
く
た
め
12

日
に
出
頭
す
る
よ
う
求
め

た
。
産
経
新
聞
社
が
9
日

明
ら
か
に
し
た
。

問
題
と
な
っ
て
い
る
の

は
、
3
日
に
掲
載
さ
れ
た

「
朴
槿
恵
大
統
領
が
旅
客

船
沈
没
当
日
、
行
方
不
明

に

…

誰

と

会

っ

て

い

た
？
」
と
題
す
る
記
事
で
、

旅
客
船
セ
ウ
ォ
ル
号
の
沈

没
事
故
が
起
き
た
4
月
16

日
、
朴
氏
の
所
在
が
確
認

さ
れ
て
い
な
い
時
間
帯
が

7
時
間
あ
っ
た
こ
と
を
め

ぐ
り
、
そ
の
間
の
行
動
や
、

周
辺
と
の
意
思
疎
通
不
足

と
の
批
判
を
伝
え
る
内

容
。記

事
は
、
国
会
で
の
議

論
の
ほ
か
、
大
手
紙
、
朝

鮮
日
報
の
コ
ラ
ム
を
引
用

す
る
形
で
、
朴
氏
が
そ
の

時
間
帯
に
会
っ
て
い
た
相

手
を
め
ぐ
る
う
わ
さ
を
紹

介
し
て
い
る
。

沖
縄
県
警
石
川
署
は
9

日
、
道
交
法
違
反
（
酒
気

帯
び
運
転
）
の
疑
い
で
米

海
兵
隊
キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン

セ
ン
（
宜
野
座
村
な
ど
）

所
属
の
3
等
軍
曹
ア
ラ
ミ

ス
・
ア
ン
ド
レ
ー
ド
容
疑

者
（
30
）
を
現
行
犯
逮
捕

し
た
。

逮
捕
容
疑
は
9
日
午
前

9
時
す
ぎ
、
う
る
ま
市
石

川
東
山
本
町
1
丁
目
の
国

道
で
酒
気
帯
び
の
状
態
で

乗
用
車
を
運
転
し
た
疑

い
。パ

ト
ロ
ー
ル
中
の
石
川

署
員
が
中
央
分
離
帯
に
乗

り
上
げ
て
い
る
車
を
見
つ

け
、
車
内
に
い
た
ア
ン
ド

レ
ー
ド
容
疑
者
に
職
務
質

問
。
呼
気
か
ら
基
準
を
上

回
る
ア
ル
コ
ー
ル
が
検
出

さ
れ
た
。
ど
こ
で
酒
を
飲

ん
だ
か
な
ど
は
供
述
し
て

い
な
い
。

「犯罪被害者ノート」完成

行
動
指
針
や
相
談
先
紹
介

自
治
体
か
ら
の
支
援
補
う

九
州
国
立
博
物
館
が
今
年
10
月
に
調
査
す
る
宇
検

村
の
倉
木
崎
海
底
遺
跡
の
位
置
（
線
枠
）

受
け
付
け
カ
ウ
ン
タ
ー
で
搭
乗
手
続
き
を
行
う
利

用
客
ら
�
9
日
、
奄
美
空
港

社 会


